平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）①
	通 告
月 日
	５・３０
	通  告  者  名
	美　馬　ゆきえ

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	以下の点について伺う。

１　新市民病院建設について

（１）　建設地選定作業の進捗状況及び今後の見通し

（２）　選挙公約に照らし公約違反はないか

２　小坂井町との合併問題について

小坂井町の動向と本市の対応

３　一宮地区保育所の給食の今後のあり方と一宮共同調理場の整備に対する考え

４　国道１５１号一宮バイパス及び大木地区区画整理事業の現状と今後の見通し


平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）②
	通 告
月 日
	５・３０
	通  告  者  名
	米　谷　俊　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　「まちづくり交付金」の活用と財源確保について

まちづくり交付金は、地域の歴史・文化・自然環境等の特性を活かした地域主導のまちづくりを実施し、全国の都市の再生を推進することにより、地域住民の生活の質の向上と地域経済・社会の活性化を図るための制度です。
本市も、この制度が発足した平成１６年より積極的に活用して、保育園や小中学校の耐震改修、豊川駅東土地区画整理事業など、多くの事業を実施してきました。　　しかし、最近、このまちづくりになくてはならない貴重な財源を確保する上で、心配な出来事がいくつか起きています。国では道路特定財源や不適正な経理、地方でも首をかしげるようなハコものなどについて連日、報道されています。

本市においても、東西の区画整理や新市民病院など、今後も多額の補助金を必要とする事業があり、まちづくり交付金を始めとした国の支援策を本当に受けることができるのか、大変気がかりな状況になっています。そこで、今後さらに厳しくなると思われる財政状況下にあって、市長のマニフェストに掲げた「４つの約束、５つのまちづくり」を実現するため、どのような財源確保を考えているのかお伺いします。

　
（１）　「まちづくり交付金」関係事業の現在の執行見通しについて

（２）　駅東土地区画整理事業における「まちづくり交付金」について

（３）　新市民病院建設計画における「まちづくり交付金」について

（４）　今後の「まちづくり交付金」の有効活用と財源確保について
２　コンパクト・シティ施策の推進について

　　　
豊川市は合併により、１６万都市になりましたが、都市構造という視点から眺めますと、小さな商業地があちこちに散在し、住宅地は薄く拡がって、機能的とは言いがたい状況となっています。しかしながら、依然として持ち家志向を背景とした世帯の分離により、人口や商業機能の郊外の拡散は止まっていません。

一方で、人口は近い将来、減少に転じ、超少子高齢化社会は現実のものとなって、納税者への負担はさらに重くなることが予測されています。

漫然と市街地の拡散を許容することは、膨張した市街地の維持コストによる財政の硬直化を招いて、サービス水準の確保すら困難となるばかりではなく、先人から受け継いだ歴史や文化すら失う危機にあるのではと考えます。

そこで、以下の点についてお伺いします。

（１）　本市の人口、商業機能の郊外への流失状況と本市のコンパクト・シティ施策に対する考え方について

　（２）　コンパクト・シティ施策における新市民病院の位置づけについて


平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）③
	通 告
月 日
	５・３０
	通  告  者  名
	榊　原　洋　二

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　言　の　要　旨
	１　新市民病院に向けて、公立病院改革ガイドラインとの関係について

（１）　国のガイドラインでは、本年度中に公立病院改革ガイドプランを策定することになっているが、本市の策定スケジュールと、作業は進んでいるのか。

（２）　本市における新市民病院建設協議において、ガイドプランなしには進まないと思う。ガイドラインで示された内容を新市民病院建設に反映させるべく、専門的な協議に取り組む予定はいかがか。


平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）④
	通 告
月 日
	５・３０
	通  告  者  名
	石　原　政　明

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　新市民病院建設地にかかわる検証について
市長はマニフェスト４項目のひとつ、新市民病院建設に関しまして、「市民にやさしい病院を開院が遅れることなく、任期中に建設着工します。」と、昨年１０月２２日初登庁で発言がありました。
しかし、市長は１２月３日、市民病院医局への医師派遣元である名市大学長から、「今年中に候補地が決まらなければ、医師の保障はできません。」と言われ、選挙中に最大の争点となりました、新市民病院建設地や、それにかかわる多くの発言が走馬灯のごとく変わってしまっています。

そこで、市長に伺います。

　　

　（１）　なぜ、これほど初登庁からの発言と変わってしまったのか。

　（２）　市民の皆様への説明はどうされるのか。


平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑤－１
	通 告
月 日
	５・３０
	通  告  者  名
	小　林　洋　一

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　三河港御津地区の臨海用地造成事業について
　　　

豊川市は、平成２０年１月１５日、音羽町と御津町と合併し、人口１６万人、市域１５０平方キロメートルとなりました。市長のマニフェストでは、雇用の確保と財政基盤の強化に向けて、工業用地の開発と優良企業の誘致などを掲げられています
　　そこで伺います。

　（１）　御津１区２期工事の今日までの経過と本年度の進捗状況について

　（２）　御津２区の分譲状況と残り区画の分譲見通しについて

２　県営東三河ふるさと公園整備事業について

　　

県営東三河ふるさと公園事業は、御油町、国府町及び御津町にまたがる１７４．８ｈａで、第１期事業許可区域面積は１２６．５ｈａとなっており、そのうちの一部６２．４ｈａが平成１８年３月２５日に開園し、好評を博しています。

　　そこで伺います。

　（１）　御津地区における最新の整備状況はどのようになっているか。

（２） 開園されている御油町側は、自然を活かした様々な植栽がなされている一方、御津地区側の各ゾーンの植栽計画もだいぶ進んでいるが、どのようなものか。また、地元要望事項である紅葉の並木等については、どのように伝えているか。
（３）　御津地区は地形的に急峻であり、高齢者や障害者の方などには、かなりきつい状況になると思うが、将来的にはどのような対策を考えているか。

３　避難所に指定されている公共建物の耐震性について

　

中国四川省の大地震は、テレビ等を通じ、学校施設等の倒壊の映像が連日報道されており、被災地は大変悲惨な状況であります。

日本でも、昨年３月能登半島沖地震、７月には中越沖地震など大きな地震が発生し、この地域でもいつ大地震が発生してもおかしくない状況下であります。

豊川市も強化地域、また推進地域に指定されております。各地域の自主防災会の活動を通じ、市民の防災意識も徐々に高まっている中で、大地震が発生した際、市民が避難する公共建物の耐震性確保は行政の大きな責務であります。

　　そこで、伺います。


平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑤－２
	通 告
月 日
	５・３０
	通  告  者  名
	小　林　洋　一

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発言の要旨
	（１）　本市の避難所指定の基本的な考え方について

（２）　避難所の設置状況について

（３）　避難所の耐震性の現況と計画について

（４）　学校施設の耐震化の状況について


平成２０年豊川市議会第１回定例会一般質問一覧表（通告順）⑥
	通 告
月 日
	６・　３
	通  告  者  名
	岩　倉　一　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　東三河環状線の整備について
　　「東三河環状線」は、現在、愛知県が整備を進めている主要地方道で、三河港及び東名高速道路豊川インターチェンジ、名豊道路の各インターチェンジなど、重要な拠点施設のアクセス道路として、豊川市だけではなく、東三河の産業・経済の発展と周辺市町の地域連携と交流を促進するための重要な道路であり、地域住民にとっても、大変期待をしている道路であります。

　　昨年、豊川市内全体における事業の現状や地元要望などについてお伺いしたところですが、現在、市内では、「大崎工区」、「三上工区」、「白鳥工区」で事業を進めており、「三蔵子工区」も測量を行い事業に取り掛かっていくとのことでした。
また、市内各工区で進めていただいておりますが、このうちの「大崎工区」におきましては、毎年多くの予算が投入され、一部、工事も行われており、さらに、用地買収もかなり進んでいるとお聞きしております。
そこで、お伺いします。
　（１）　東三河環状線について、その後の事業状況について

　（２）　「大崎工区」における具体的な事業の進捗状況について




平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑦
	通 告
月 日
	６・　５
	通  告  者  名
	太　田　直　人

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　設楽ダム建設について

設楽ダム建設については、国、愛知県、そして豊川流域地域の悲願の大事業として、計画調査が進められ、既に３０年以上の年月が過ぎようとしている。

最近の動きとしては、平成１５年１０月、国と設楽町との間で、「設楽ダム建設事業の推進に関する協定書」が締結され、平成１８年２月には、「豊川水系における水資源基本計画（フルプラン）」の全部変更の閣議決定がされた。平成２０年に入ってからも、国、県、設楽町、そして下流市町それぞれに具体的建設に向けての諸準備が進められており、いよいよ大事な時期に差し掛かっていると認識している。

過日、豊川市議会議員全員で設楽町を訪問し、今までの検討経緯、そして設楽町としての苦渋の選択に至った生の声を聞き、また水没地域の視察も行い関心も高まっている。

設楽ダムの必要性については、洪水対策、渇水対策、流域環境の保持、そして下流域の農業、工業、水道用水としての水源対策等であることが説明されている。そして、将来の豊川流域地域の安全安心を保障する子々孫々の世代への賢明な投資であると思う。

しかし一方で、水没地域への補償や、本市を含む下流域市町の財政負担規模の見通し、今後のスケジュール等については、現在のところ不明の部分もあり、これらの点を明らかにすることは、下流域市民の理解を得るためにも、また、ダム建設事業の早期実現に向けても大変重要であるとの思いから、以下の質問をさせて頂く。

（１）　設楽ダムの必要性について、どのように認識しているかについて

（２）　設楽ダム建設事業の進捗状況と今後のスケジュールについて




平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑧－１
	通 告
月 日
	６・　５
	通  告  者  名
	西　川　米　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　学校教育の抱える課題、及び今後のあり方について

１市３町の合併が実現をし、本市は小学校２４校、中学校９校となり、子供たちを取り巻く地域環境は大きく変化をいたしました。合併後の教育の取り組みについて伺います。
（１）　合併により本市の小学校２４校、中学校９校、合計３３校となりましたが、新豊川市の小中学校が目指す学校教育について伺います。
（２）　現在の学習指導要領は、「詰め込み教育」を見直し、「ゆとり教育」を進めてきたと思いますが、「児童・生徒の学力低下や教員にゆとりがなく忙しくなった」という声を耳にします。そこで、ゆとり教育の課題をどのようにとらえているのか伺います。

（３）　いじめや不登校に悩んでいる、発達障害のある子供がいる、そうした保護者にとって、わが子が安心して学校に通えるように、わが子を安心して学校に通わせたいと願っていると思います。安心して学べる学校づくりについて伺います。

（４）　学校には、児童・生徒をはじめ、たくさんの個人情報があるかと思います。最近、個人情報の漏えい、紛失が話題になります。

　　　　本市の学校における個人情報の取り扱いについて伺います。

２　後期高齢者医療制度について

　　国の医療制度改革のもと、７５歳以上の方々を国民全体で支える仕組みとして、この４月から後期高齢者医療制度が始まりました。制度開始前の周知不足もあったかもしれませんが、新聞やテレビで連日報道がなされた結果、市民の身近な窓口である市町村においても、多くの問い合わせが殺到し、混乱したように伺っております。また、年金から保険料が天引きで徴収され、年金のみで生活している方々には、大変厳しい制度であるといった声もお聞きします。
　
（１）　本市の後期高齢者の状況、保険料の額、保険料の軽減制度とその状況、及び外国人への制度の適用について伺います。


平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑧－２
	通 告
月 日
	６・　５
	通  告  者  名
	西　川　米　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　言　の　要　旨
	３　本市の資源回収の問題点について

ごみ減量化及び、資源化の推進対策として、本市においては各家庭から排出される廃棄物の内、新聞紙、雑誌、アルミ缶などの資源については、市がステーション方式で行っている資源収集と、市民団体等が実施している有価物回収事業で対応しておりますが、その回収量や売却益、有価物回収団体数などの実態と、現行制度における課題について伺います。




平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑨
	通 告
月 日
	６・　５
	通  告  者  名
	柳　田　通　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発言の要旨
	１　情報公開制度の現状と今後の推進について

　（１）　情報公開制度制定以降の情報公開請求数、公開、非公開の実績
　（２）　請求情報の分析と課題や問題点
　（３）　情報公開の推進について



平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑩
	通 告
月 日
	６・　５
	通  告  者  名
	井　川　郁　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　学校におけるアレルギー疾患に対する取り組みについて

喘息、アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎等のアレルギー疾患は、今や国民の３人に１人がかかっており国民病とまで言われています。こうした現状のなかで、アレルギー疾患の児童生徒の把握と対応について伺います。
　　また、住宅の高気密化に伴い建材等に使用されている接着剤、塗料等から発生する化合物（ホルムアルデヒド、トリエン、キシレン、アセトアルデヒド、その他の揮発性有機化合物）が人体に悪影響を及ぼすことがあり、問題になっています。倦怠感、めまい、頭痛、湿疹、のどのいたみ、呼吸器疾患等のシックハウス症候群でありますが、学校ではどのように対応しているのか伺います。

２　本庁舎の案内等について

音羽町、御津町との合併に伴い、新たな市民の方が本庁舎を訪れる機会が増えています。
市民の方が利用しやすい、案内等について伺います。

　


平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑪
	通 告
月 日
	６・　６
	通  告  者  名
	大　嶽　理　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　言　の　要　旨
	１　地球温暖化対策としてＣＯ ２削減の取り組みについて

本市での現状、今後の方向性について。環境率先行動計画について。

２　ワーク・ライフ・バランスの実現についての取り組みについて

　　

　　本市の考え方、今後について。
３　地域の中での医療連携について

　　

　　市域を超えた広範囲での連携や各診療所との連携について。



平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑫
	通 告
月 日
	６・　６
	通  告  者  名
	牧　田　千枝子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　言　の　要　旨
	１　設楽ダムをめぐる現況と今後の方向について

（１）　設楽ダムに頼らない、下流域における治水計画について

（２）　設楽ダム建設による自然環境への影響について

　（３）　水需要の現状について

　（４）　ダム予定地の岩盤について




平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑬
	通 告
月 日
	６・　６
	通  告  者  名
	小　林　琢　生

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　バイオマスタウンについて

石炭や石油などの化石資源に依存してきた大量生産、大量消費、大量廃棄の社会システムは、自然の浄化能力を超え、地球温暖化、廃棄物、有害物質等の様々な環境問題を深刻化させている。

バイオマスの利用は、私たちのライフサイクルの中で、大気中のＣＯ２を増加させないという「カーボンニュートラル」と呼ばれる特性を有しています。このため、化石資源由来のエネルギーや製品をバイオマスで代替することにより、地球温暖化を引き起こす温室効果ガスのひとつである、ＣＯ２の排出削減に大きく貢献することができます。

本市においては、昨年よりバイオマス利用促進事業として調査研究を始め、剪定枝、刈草の堆肥化を実施していく堆肥化プラントについての説明があり、本年度より基本構想を策定し、建設に向け計画を実行していくとのことでした。

そこで、本市の計画するバイオマスタウンの構想の目的と内容等、また、昨年のバイオマス利用促進事業とバイオマスタウン構想の関係について伺う。

２　豊川商工会議所における不正受給と補助金について

愛知県補助金「小規模事業経営支援事業費補助金」における不正受給が発覚し、公表が行なわれた。残念ながら、豊川商工会議所においても不正受給が判明している。

豊川市においては、豊川商工会議所へ市単独補助がおこなわれており、補助金に対する使途が注目される。
そこで、豊川商工会議所に対する補助金の具体的な内容と不正の有無について伺う。


平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑭　
	通 告
月 日
	６・　６
	通  告  者  名
	二　村　良　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　市の人事管理と女性管理職の登用は

行政の最大の目標は、市民満足度の最適化と思う。市の人事管理に人事考課が必要では。また、女性管理職の登用と町内会への女性参画は。

（１）　１５年７月に人材育成基本方針が策定されている。策定後のチェックがどのようにされて、人材育成推進委員会設置後の取り組み状況は。

　（２）　豊川市の男女共同参画についての意識調査から見える課題と、女性管理職登用の現状と今後の方針は。

　（３）　市民の満足度を高めるためには、公平で活力を生む人事考課が必要と思うが実施できないか。

　（４）　町内会の活性化を公約にあげている。町内会長への女性の登用率を高めることが有効と考えるが、審議会のように数値目標を掲げて、女性の参加を高める必要があるのでは。
２　工業用地の拡大に伴う人材確保は

工業用地の拡大が計画されているが、人材確保も併せて考えていくべきと考える。市内唯一の豊川工業高校への支援策を、先進事例から学ぶ必要があると思うが市の対応は。今後の人材不足に対応するために、市内で定職についていない人たちへのアプローチも検討していただきたいがどうか。

　

（１）　市の企業誘致への取り組みと目標はどのようなものか。
　（２）　今年度、豊橋市から豊川工業高校支援のための予算があると聞く、どのようなものか。今後、当市でも産官学で協力し、独自の支援策を検討すべきでは。

　（３）　定職につかない若者の把握はできているか、社会参加への機会を用意するなど、検討はされているか。




平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑮　
	通 告
月 日
	６・　６
	通  告  者  名
	牧　野　敏　雄

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　自治体運営（自治体経営）の強化のため、マネジメントサイクル活用の推進と定着を

国の財政悪化の影響を受け、三位一体の改革や交付税措置など自治体の税収は依然厳しい状況にあります。

一方で、安全・安心や、子育て、防犯、防災など市域で対応すべき課題も多く、これらを解決するためには、財政的裏づけが、必要になってきます。

これまで、経費の削減は交付税算定の関係で、必ずしも市にとって利があるとはいえない状況もありましたが、不交付団体となった今、削減努力はそのまま予算の確保につながる重要なテーマとなっています。

厳しい財政状況の中で、行政運営は、これまで以上に事業をより効果的に実施すると共に、目標を定め削減効果や事業の質を高める取り組みを継続的に行なっていかなければならないと思います。
職員全員がマネジメントサイクルを活用し、各事業、施策の改善に取り組み続けることが精鋭の人づくりであり、庁舎全体に定着を図っていかなければなりません。

単なる削減や、事業の廃止による進め方には限界があります。

今は、合併後の人的メリットをいかし、実質的な取り組みに入るには、最もよい時期と考えます。

そこで、現在、本市の行政運営、事業実施に対し、

　（１）　マネジメントサイクルをどのように活用し、定着を図ろうとしているのか。

　（２）　全庁的な取り組み状況は。

　（３）　この取り組みを推進する上で課題もあると思いますがどういった内容なのか。
　　
　　以上の点について、お伺いします。



平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑯
	通 告
月 日
	６・　６
	通  告  者  名
	波多野　文　男

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　御津１区２区の臨海工業用地に進出の企業とこれからの企業誘致について

豊川市企画課による平成２０年２月７日付け資料「企業誘致の推進について」によると、御津１区２区の工業用地も、残りは交渉中も含めて４区画あり、１区の第２期工事も着実に進んでおり、道路整備などが完了後、分譲開始とのことであります。

また、豊川市は、音羽町と御津町と合併したことにより、さまざまな施策に変化が生じており、立地企業についても少なからず影響が出ております。

そこで、こうした新しい工業用地に係る税負担、影響額、企業を誘致するための企業誘致の優遇措置、緑地管理及び立地企業に対する考え方など、以下のことについて伺います。

　（１）　御津１区２区臨海工業用地に進出している企業の概要について。
　（２）　進出企業に対する税負担等に関する、合併の影響について。
①　固定資産税や都市計画税に、どのような影響が出ているのか。

②　都市計画税は目的税とも聞いているが、どのように使われるものなのか、税率も各自治体によって差があるが県下の状況はどうなっているのか。

③　経過措置による都市計画税の各年度の収入見込み額、及び隣接の豊橋市の状況は。
　（３）　企業立地の奨励金などの優遇制度に関する合併の影響について。
　（４）　臨海地区の緑地の管理に関する合併の影響について。



平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑰
	通 告
月 日
	６・　６
	通  告  者  名
	冨　田　　潤

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　交通安全について

（１）　交通弱者の安全について
　　　①　総合計画における「交通安全対策の強化」の数値の根拠について
　　　②　総合計画における「交通安全対策の強化」のＨ１９目標の達成度につい　　　　　て

③　年齢別自転車事故件数について

④　自転車がからむ事故は、どのようなものが多いか

⑤　自転車事故が多い場所はどこか

⑥　自転車の交通教育について

⑦　ヘルメットの安全基準について

⑧　市民意識調査における「歩行者にとっての道路の安全性」の評価について

⑨　自転車・歩行者の安全に配慮した道について




平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑱
	通 告
月 日
	６・　６
	通  告  者  名
	佐　藤　郁　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　新市民病院建設と構想について
山脇市長は、「６月中に新市民病院の最適と考える候補地を示す」と市民病院建設研究会で述べました。このままでは、スズキ豊川工場か諏訪地区の復活かという流れで、元通り諏訪地区となれば、市長選挙公約にも反する事態となります。
また、医師を確保し、安心してかかれる市民病院として存続していく上で、どのような病院構想をもつのかは、公立病院改革プランとの関係もあり、大変重要になっています。
そこで以下、伺います。
　（１）　候補地決定の１年延長、候補地の増加など、もっと広く検討する可能性を追求する考えについて。
　（２）　公立病院改革プランの内容について、具体的にどのような内容を、いつまでに検討するのか。また、どのようなメンバーで構成されているのか。
　（３）　名市大の医師の派遣先と派遣状況について、また、西部医療センター、中央病院の建設計画について。
　（４）　豊川市民病院のベット数を５００床に増床した場合の医師確保の計画について。
２　後期高齢者医療制度、国民健康保険、医療構造改革の認識と対応について

　　後期高齢者医療制度がはじまり、国保の制度変更も行われるなど、医療構造改革

が強引に進められていますが、医療難民等が大量に生み出される事態になりかねま

せん。そこで以下、状況、認識等について伺います。

　（１）　後期高齢者医療の保険料のこれまでとの比較状況、２年後、４年後、２０２５年の保険料はどうなるのか。

　（２）　「前期高齢者」の医療制度変化についての概要、また、愛知県の６５～７４歳の障害者はどのようになるのか。
３　設楽ダム建設の諸問題の現状と認識について

　（１）　設楽ダム建設にかかわる市負担予測について。

　　　　①　水源地域対策事業に係る費用。

②　県営水道料金の値上げへの影響など。

③　宇連ダム、大島ダムの県水への料金の反映状況は。
（２）　設楽ダム建設の目的について、水は足りているのでは。　
　（３）　ダムによる環境破壊の認識は。

　（４）　地盤が軟弱との指摘があるが、どういう状況か。


平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑲
	通 告
月 日
	６・　６
	通  告  者  名
	川　上　陽　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　合併後のエリア拡大による、市民の生活にかかわり合いの深い道路や公園などの
施設等の維持管理体制について

　　

　　　新豊川市は、平成１８年２月１日の一宮町との合併、平成２０年１月１５日の
音羽町・御津町との合併を経て、人口１６万人　面積１５０平方キロメートルとな
り、北は本宮山の麓から、南は三河湾までと質・量ともに拡大した都市となった。

今後、均衡ある市域の発展・実現が望まれる。
そこで、合併後のエリア拡大による市民の生活にかかわり合いの深い、道路や公園などの施設等の維持管理体制について伺います。

（１）　合併後、建設部関係の維持管理施設の状況について

（２）　維持管理に対する基本的な考え方について

（３）　増加した施設等の維持管理体制における課題について

２　新指導要領の導入と今後、取り組むべき施策の目標および教育環境の整備と強化について

　　今回、６０年ぶりに教育基本法が改正された。今後５年間に取り組む施策の目標
は、一人ひとりの「生きる力」の育みや、学ぶ意欲の向上、教員が子どもと向き合
える環境づくりの実現に、今まで以上に教育環境の整備強化を重視しているが、公
財政支出は、経済開発機構諸国の平均が国内総生産費５％なのに対して、日本は
３．５％の現状である。
また、平成１４年より「ゆとり教育」が実施され、教育現場に定着しつつあるこ

の時期に、新指導要領の導入は、授業時間の増加・教科の増加及び削減に対する諸準備等々で、教師の負担は大きく多忙である。そして、社会の変化は、携帯電話やパソコンを通して児童・生徒に新たな問題を投げかけている。未来に向けて豊川の教育を考えるとき、今、何をすべきか喫緊の課題に早急なる対応が求められている。そこで、伺います。

（１）　学校耐震化の交付金について

（２）　学校照明照度について、基準見直し後の改善状況と対応について

（３）　本市の教育に対する支出について

（４）　全国学力・学習状況調査について、結果から得た課題と対応について

（５）　携帯電話・インターネット・学校裏サイトについての対策について

（６）　教育委員会の役割について




平成２０年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑳
	通 告
月 日
	６・　６
	通  告  者  名
	藤　原　宏　樹

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　高齢者人口の増加に対する諸施策について
　　現在、急速な少子・高齢化が進んでおり、今後１０年を見通したとき人口規模の

最も大きい世代、団塊の世代が高齢期を迎える時期と重なり、今後、超高齢化社会

を迎えることになります。
　　国全体での高齢化率は、２００５年には２０％となったものが、２０３０年には

３１．８％、２０５０年には３９．５％という推計が出ています。高齢者人口の増

加は、医療費や介護保険給付費などの増加を招き、今後の財源はどのようにまかな
われていくのか、大きな懸念を抱くものであります。
　我が豊川市としても、高齢者対策に対し積極的に取り組んでいく必要があると考
えます。そこで高齢者に対する諸施策について伺います。

　（１）　豊川市の高齢化人口、要介護認定者数等の推移と課題について
　（２）　高齢者の生きがい対策について
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